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News 12/2 太平洋沿岸各地に 
津波注意報が発令されました 

 12月 2日（土）の日本時間 23時 37分、フィリピンのミンダナ
オ付近でマグニチュード 7.7の地震が発生。この影響で、太平洋沿
岸各地に津波注意報が発令され、伊豆諸島の八丈島で 40センチ
の津波を観測したほか、九州から関東にかけての太平洋沿岸や奄
美地方などにも津波が到達しました。 
津波注意報は翌 3日の 9時にはすべて解除されましたが、日本

中に不安が押し寄せました。 
この機会に、津波警報の分類と、津波浸水の高さと死亡率につ

いてご紹介します。 

津波警報・津波注意報の分類 

第２救護所レイアウト 

看護学科棟 4F（基礎看護実習室） 

第１救護所レイアウト 

総合研究棟ⅡB棟４F 

令和 5 年度全学津波避難訓練時の各救護所 編成表 

津波浸水の高さと死亡率 

知っていましたか？ 
 災害時は学内に救護所が設置されます 
 防災マニュアル「三重大学津波避難基本計画」では、
津波発生時には 2 か所の救護所を設置することが定めら
れており、第 1救護所は総合研究棟ⅡB棟 4階、第 2
救護所は看護学科棟 4階に設置されます。 
 救護所で処置をする対象の傷病者は軽傷者で、意識
が低下している者や介助なしで 4階まで上がれない者は
重症として当院に搬送されることになっています。 

三重大学災害対策本部の組織編成 

津波は、通常の波（風浪）とは異なり、数分から数十分大量の
海水が押し寄せ、数分から数十分引くという押し引きを繰り返しま
す。津波が陸上を襲った場合、人や建物を押し流し、風景を一変さ
せる程の被害をもたらすことがあります。 
津波は水だけではなく、様々な種類の巨大な固形物を含んでお

り、津波に巻き込まれるとそれらの固形物が身体に衝突するため、
救命胴衣を付けていても死から免れる可能性はきわめて低いと言わ
れています。 
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 関節ではないところで変形し、明らかに骨折とわかるとき 
手、足が関節ではないところで曲がって変形している場合は、高い確率で骨折です。固定が絶対に必要なケースです。 

 変形が見られないが、骨折の疑いがあるとき 
変形していない場合は、骨折かどうかの診断は難しいです。「酷い腫れがある」、「痛みで手や足を動かせない」、「足をついて歩けない」などの症状が

あれば、骨折の可能性がありますので、固定を行いましょう。 
固定することで、痛みが改善したり、動けるようになったり、搬送時の疼痛が楽になったりします。 

 骨折でなくても、固定が望ましいとき 
骨折の可能性に関わらず、安静にしているのに痛みや腫れがある場合にも、固定で症状が軽くなるようであれば、固定をしましょう。打撲や捻挫で

も、安静と固定で改善効果が期待できます。 
また、災害時には逃げたり、移動したりする必要があるため、固定することで移動がスムーズになるならば、迷わずそうしましょう。 
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今回は、コラムで応急手当についてご紹介しました。ポリ袋が三角巾の代わりとなることに、驚かれた方もいるのではないでしょうか。こういったことをひとつでも知って
おくと、いざという時、自分や家族を守るためにきっと役にたつのではないかと思います。ぜひ、お家に持ち帰って、ご家族のみなさんで一度試してみてくださいね。 
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この iPadで何ができるの？？ 

 

三重大学 看護学科長 
桝屋 正浩 です 

Topics 11/28 全学津波避難訓練 
第２救護所開設・運営訓練が行われました 

 11月 28日（火）全学津波避難訓練が行われ、医学部部局隊が第 2救護
所開設・運営訓練を行いました。医師・看護師や大学教員、学生など約 30名が
参加し、救護所の開設から患者のトリアージ、応急手当の訓練を行いました。 

傷病者のトリアージ バイタルサイン測定・診察 

シーネによる足首固定 三角巾固定 

第２救護所の設営・運営を通して、救護所全体の活動状況を
集約するクロノロの重要性と俯瞰的視点を持ち、時々刻々変化
する救護所組織を運営できるリーダー育成、並びに各部署独自
の災害時活動マニュアル作成の必要性を痛感しました。 

 
 当センターでは、昨年「disaster scope」を導入しまし
た。これは、実風景映像に 3D-CG の水面を重ねて表示
し、タブレットを使用することでリアルな災害想定没入体験を
可能にしたものです。 
 市民公開講座や小学校での講演、防災訓練時の演習に
て活用しており、「リアルで怖かった」、「再現度がすごい」など
と、大活躍です。 
 
 

実際の画面は 

このように 

表示されます！ 
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想定浸水深：1m 


